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松
前
小
島
「
宝
の
島
」

　
松
前
小
島
は
、
松
前
町
の
沖

合
約
24
㎞
に
位
置
す
る
周
囲
約

４
㎞
の
無
人
島
で
す
。

　
周
辺
は
海
食
崖
で
囲
ま
れ
、

島
の
大
部
分
は
火
山
の
噴
火
に

よ
っ
て
で
き
た
安
山
岩
で
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
頂
上
の
周
囲

に
は
、
旧
火
口
と
み
ら
れ
る
窪

み
と
平
坦
な
面
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
イ
マ
フ
リ
や
ウ
ト

ウ
、
ウ
ミ
ネ
コ
な
ど
の
海
鳥
の

繁
殖
地
で
あ
り
、
イ
タ
ヤ
の
林

と
冷
温
帯
の
草
原
が
発
達
し
て

お
り
、
天
然
記
念
物
（
天
然
保

護
区
域
）
に
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
帯
の
海
は
、
海
産
物
の
宝

庫
と
な
っ
て
お
り
、
漁
場
と
し

て
も
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　「
宝
の
島
」
と
も
言
わ
れ
、

か
つ
て
は
夏
場
に
島
に
渡
り
、

漁
を
し
た
人
が
多
く
い
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
代
か
ら
40
年
代
に

か
け
て
、
石
川
県
輪
島
か
ら
来

て
い
た
海
女
さ
ん
が
、
昆
布
漁

や
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
漁
を
し
て
生

活
を
し
て
い
た
歴
史
も
あ
り
ま

す
。

「宝の島」
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江
戸
時
代
の
松
前
小
島

　
延
宝
元
年
（
１
６
７
３
）
に
、

松
前
藩
主
の
所
有
す
る
船
が
松

前
小
島
沖
で
難
破
し
た
と
い
う

記
録
が
あ
る
ほ
か
、
元
禄
13
年

（
１
７
０
０
）の「
松
前
島
郷
帳
」

で
も
松
前
小
島
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、宝
暦
年
間（
１
７
５
１

～
１
７
６
３
）に
描
か
れ
た「
松

前
屏
風
」
で
も
松
前
小
島
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
文
化
４
年
～
６
年
（
１
８
０

７
～
１
８
０
９
）
に
編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ

た
「
村
鑑
下
組
帳
」
で
は
、
小

松
前
町
の
商
人
に
よ
っ
て
「
大

嶋
場
所
」「
小
嶋
場
所
」
と
呼

ば
れ
る
漁
場
が
経
営
さ
れ
、
魚

油
、
フ
キ
、
ト
ド
肉
が
主
な
産

物
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幕
末
の
探
検
家
が
記
し
た

「
再
航
蝦
夷
日
誌
」
で
は
、
弘

化
３
年（
１
８
４
６
）当
時
、「
小

島
に
は
船
澗
が
１
カ
所
あ
っ

て
、
近
く
に
は
番
屋
が
建
て
ら

れ
、
夏
期
に
は
小
島
に
出
張
し

て
ト
ド
漁
を
し
て
い
る
。
そ
の

他
、
海
藻
や
ナ
マ
コ
、
ア
ワ
ビ

が
多
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

松前小島
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復旧した管理小屋

家電などが盗まれ、室内が荒らされた管理小屋

松
前
小
島
の
再
興

 

北
朝
鮮
船
の
漂
着

　
松
前
小
島
は
、
松
前
に
住
む

人
た
ち
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら

大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
29
年
11
月
28

日
、
北
海
道
警
察
と
第
１
管
区

海
上
保
安
本
部
が
、
松
前
小
島

に
接
岸
し
て
い
る
木
造
船
を
発

見
し
ま
し
た
。

　
船
は
北
朝
鮮
の
船
で
、
北
朝

鮮
籍
の
乗
組
員
10
人
は
、
避
難

す
る
た
め
に
松
前
小
島
に
来
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

 

甚
大
な
被
害

　
し
か
し
、
木
造
船
か
ら
は
、

複
数
の
日
本
製
の
家
電
が
見
つ

か
り
、
乗
組
員
は
「
テ
レ
ビ
や

冷
蔵
庫
は
島
か
ら
持
っ
て
き

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
松
前
小
島
漁
港
内
の
管
理
小

屋
や
物
置
、
敷
地
内
は
荒
ら
さ

れ
、
家
電
や
発
電
機
な
ど
の
他

に
も
、
灯
台
施
設
の
電
源
用

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
盗
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
被
害
総
額
は
、

１
千
万
円
以
上
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。

 

安
全
操
業
へ
の
懸
念

　
冬
の
海
は
、
午
前
中
に
波
が

穏
や
か
で
も
、
突
然
し
け
始
め

る
恐
れ
も
あ
り
、
松
前
小
島
周

辺
で
操
業
す
る
漁
業
者
に
と
っ

て
、
島
の
管
理
小
屋
は
、
安
全

に
操
業
す
る
た
め
の
重
要
な
施

設
で
す
。

　
松
前
小
島
周
辺
で
、
岩
ノ
リ

漁
を
行
う
漁
業
者
や
、
夏
の
昆

布
漁
、
マ
グ
ロ
漁
を
行
う
漁

業
者
な
ど
、
年
間
２
０
０
～

２
５
０
隻
の
船
が
松
前
小
島
に

入
港
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
備
品
が
盗
ま
れ
、

室
内
が
荒
ら
さ
れ
た
管
理
小
屋

は
、
復
旧
ま
で
使
用
で
き
ず
、

日
帰
り
の
漁
さ
え
た
め
ら
わ
れ

る
状
況
で
あ
り
、
島
で
の
漁
業

活
動
に
も
支
障
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
漁
獲
量
な
ど
へ
の
影
響

が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
復
旧
し
て
も
、
今
後

不
審
船
が
来
な
い
と
い
う
保
証

は
無
く
、
安
全
な
操
業
に
暗
い

影
を
落
と
し
ま
し
た
。

 
全
国
か
ら
の
支
援

　
そ
ん
な
中
、
町
や
漁
協
な
ど

に
、
道
内
を
は
じ
め
、
新
潟
県

や
富
山
県
な
ど
全
国
各
地
か
ら
、

支
援
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
施

設
の
復
旧
の
た
め
、
寄
附
金
を

受
け
付
け
る
協
議
会
を
平
成
29

年
12
月
に
設
立
し
、
受
付
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

 

被
害
か
ら
の
復
旧
　

　
乗
組
員
が
結
核
に
感
染
し
て

い
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
松
前

さ
く
ら
漁
協
は
、
小
屋
内
部
の

消
毒
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
内
外
か
ら
１
０
２

件
、
７
百
81
万
３
千
百
12
円
も

の
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
、
被
害

の
復
旧
や
備
品
の
購
入
な
ど
に

充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
寄
附
金
を
活
用
し

て
進
め
て
い
た
、
施
設
の
復
旧

工
事
も
終
了
し
、
北
朝
鮮
船
が

漂
着
す
る
前
の
、
安
心
し
て
操

業
が
で
き
る
日
常
を
取
り
戻
し

た
い
と
期
待
が
持
た
れ
て
い
ま

す
。

 

島
開
き

　
そ
し
て
、
７
月
20
日
に
は
、

例
年
通
り
「
島
開
き
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
島
開
き
は
、
豊
漁
や
安
全
を

祈
願
す
る
恒
例
行
事
と
し
て
、

昆
布
漁
期
に
合
わ
せ
て
毎
年
実

施
し
て
お
り
、
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
漁
業
者
な
ど
約
70

人
が
、
島
の
中
腹
に
あ
る
厳
島

神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

厳島神社での祈願


